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第　第

廉繰

京
都
哲
學
會
規
則

一
、
鍾
月
二
圓
難
誌
『
哲
學
研
究
』

第
四
條

第
五
條

　
　
一
、

　
　
一
、

第
六
條

　
學
校
、

　
コ
ト
チ
得
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

第
七
條
　
會
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
試
圓
武
姶
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
龍
脳
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

箪
八
條
　
倉
員
ハ
本
匠
ノ
三
種
ノ
脅
合
二
出
膳
ス
ル
聯
ト
チ
得
且
ッ
難
誌
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
酒
倉
規
崩
ノ
改
蕉
攣
更
ハ
委
員
倉
ノ
決
議
二
依
ル

本
倉
ロ
チ
京
瀦
…
聯
憐
學
倫
ロ
ト
搬
W
ス

本
會
ハ
慶
義
藁
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
自
的
ト
ス

本
四
ハ
蘭
條
ノ
目
的
チ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
藩
業
チ
行
フ

毎
月
｝
回
研
究
會
チ
開
ク

毎
年
春
秋
二
回
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
獲
行
ス

本
誌
導
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
交
科
大
學
内
二
羅
ク

本
會
ノ
事
業
チ
経
螢
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
置
ク

委
興
（
若
干
名
）
京
都
帝
幽
大
學
丈
科
大
學
哲
學
科
教
官
及
委
員
會

二
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
巻
チ
以
テ
之
二
充
ツ

堂
傭
詑
　
（
一
名
）
　
委
日
凪
縄
目
繍
於
テ
囑
託
ス

本
會
ノ
趣
旨
二
賛
伺
ス
ル
者
ハ
何
人
ラ
ア
モ
倉
員
タ
ル
コ
ト
チ
程

騨
霧
鹸
、
教
育
へ
碧
、
其
他
ノ
園
髄
ハ
其
國
照
隙
ノ
名
チ
以
テ
入
猛
ロ
ス
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

丈
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吉
士
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一

丈
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士
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交
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博
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士
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士
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卜
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瀬田

三二
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交
學
士
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田

交
學
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

交
學
醇
士

交
學
博
士
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本
書
は
斯
界
の
暴
斗
石
川
理
學
博
士
が
塁
界
の
要
求
を
察
し
人
騰
の
進
化

　
　
　
を
ぱ
昏
種
の
方
面
よ
り
口
腔
画
せ
ら
れ
．
大
日
本
・
墨
7
衛
協
會
の
手
に
よ
り
て
刊
’
∬

　
　
　
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
毒
口
は
櫨
四
ま
が
公
泓
多
忙
’
身
を
以
て
、
爾
．
零
細

　
　
　
の
曝
間
を
集
め
て
一
般
讃
書
界
の
た
め
に
本
書
を
執
箪
せ
ら
れ
た
こ
と
に
野

　
　
　
し
て
は
無
限
の
感
謝
を
蕪
げ
ざ
る
を
径
な
い
。

　
　
　
　
本
書
は
緒
論
の
外
、
章
を
重
ぬ
る
二
＋
一
、
興
昧
あ
る
挿
総
百
三
＋
個
個

　
　
　
単
数
四
百
五
十
四
、
外
に
索
引
十
二
頁
が
あ
る
。
離
業
に
於
て
呂
先
づ
人
間

　
　
　
劇
化
の
蟻
・
蟹
草
確
諦
せ
ん
と
し
、
，
最
初
に
人
膿
の
構
造
を
吟
じ
て
現
今
の
人

　
　
　
鋼
の
特
徴
を
明
に
し
、
　
次
ぎ
に
之
を
現
存
せ
る
脊
椎
動
物
と
比
賢
し
て
入
類

　
　
　
の
他
の
番
椎
動
物
と
類
蘇
あ
る
こ
と
を
確
乎
し
、
　
更
に
之
を
動
物
及
び
人
類

　
　
　
の
個
膿
渡
座
並
に
系
統
獲
巫
の
部
費
に
尋
ね
て
跳
ハ
の
撚
る
所
以
を
釜
々
深
か

　
　
　
ら
し
め
て
あ
る
。
　
縞
脚
的
方
面
に
於
て
も
進
化
の
薬
賓
の
認
む
べ
き
も
の
あ

　
　
　
り
と
し
、
獺
入
猴
の
精
憩
的
動
作
、
向
性
、
本
能
、
詑
憶
意
志
及
智
能
に
つ

　
　
　
き
て
興
昧
多
き
叙
違
が
あ
る
。

　
　
．
後
雫
に
於
て
著
者
は
甦
化
の
事
實
を
設
明
せ
ん
と
企
て
、
細
胞
分
裂
、
受

　
　
　
精
、
愛
巽
、
鍛
傳
等
の
諮
學
の
知
識
に
基
き
甦
化
の
無
熱
を
閾
脇
せ
ん
と
し
、

　
　
　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ラ
マ
ル
ク
、
ワ
イ
ス
マ
ン
、
メ
ン
デ
ル
、
ダ
ウ
ブ
リ
ー
ス
等
諸
家

　
　
　
の
馨
説
を
暴
げ
殊
に
ワ
イ
ス
マ
ン
の
暴
説
を
詳
論
し
て
そ
の
企
圖
を
貫
徹
せ

　
　
　
ん
と
試
み
ら
れ
ア
．
居
る
。

　
　
　
一
章
に
於
て
は
懸
來
の
人
間
を
論
じ
て
、
今
後
の
人
類
の
進
化
の
方
向
は

　
　
　
「
身
髄
的
方
而
に
於
け
る
よ
り
も
、
寧
ろ
第
三
灘
の
絡
り
頃
に
サ
ル
か
ら
人
問

　
　
　
が
出
來
て
來
た
時
の
需
語
の
鍵
化
の
方
両
で
あ
っ
て
、
之
と
共
に
意
志
の
交

　
　
換
槻
嗣
と
し
て
最
竜
必
要
な
る
丈
字
丈
章
即
刷
等
の
進
歩
で
な
く
て
は
な
ら

ぎ
づ
よ40

@
　
な
い
」
と
論
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
　
更
に
蒋
蒋
は
我
図
斑
の
幣
來
に
論
及
し
て

報

「
二
上
に
於
て
琶
の
言
葉
を
侠
燃
し
て
居
る
人
々
と
邦
人
の
様
に
無
茶
苦
茶

な
厚
葉
を
使
用
し
て
居
る
も
の
～
の
聞
に
は
或
、
　
今
臼
の
入
類
と
類
人
猴

と
の
聞
に
見
る
橡
な
差
違
を
亜
じ
は
せ
ま
い
か
と
心
配
す
る
の
で
あ
る
」
　
と

甦
化
の
渦
柱
に
於
け
る
雷
語
の
作
規
の
趣
め
て
工
廠
な
る
所
以
を
力
読
し
て

我
國
民
の
國
語
及
ひ
國
宇
問
題
に
識
者
の
注
意
を
喚
起
せ
ん
と
勤
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬

居
る
。

　
以
上
は
本
書
の
組
織
の
主
靴
と
思
っ
た
所
を
翻
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
こ
の

組
織
は
幾
多
の
興
味
あ
る
惣
實
に
よ
り
て
血
と
肉
と
を
興
へ
ら
れ
て
居
る
か

ら
、
讃
み
初
め
て
か
ら
巻
を
絡
る
ま
で
手
を
措
か
な
か
っ
た
と
い
ふ
も
過
言

で
な
い
。
章
を
邉
渉
も
、
或
は
載
き
諒
み
す
る
も
共
に
興
昧
を
畳
え
る
稀
に

見
る
辺
來
の
好
漁
で
♪
る
。
試
行
灰
、
東
京
市
小
石
川
匿
竹
早
町
三
＋
七
、

大
日
本
學
融
融
倉
。
定
債
馬
脚
圓
（
楢
幣
麟
太
郎
）

寄
贈
難
三

哲
多
難
誌
、
患
潮
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
人
性
、
六
合
難
誌

東
洋
哲
學
、
無
才
燈
、
東
亜
之
光
、
早
稽
二
丈
學
、
新
公
論
、
内
外
徴
育

反
論
、
小
墨
研
究
、
教
育
研
究
、
国
育
學
衝
界
、
露
華
界
、
…
歓
育
時
輪
、

兜
童
、
兵
庫
敏
育
、
翻
陶
縣
毅
育
、
岐
阜
縣
国
育
、
愛
知
徴
育
難
誌
、
長

崎
縣
敏
育
會
難
平
、
都
市
激
育
、
信
濃
教
育
、
宮
城
数
育
、
愛
媛
激
麿
、

剛
凶
五



哲
墨

礁
兜
肇
事
側
號

醐
冠
六

・慧v2

目號前
マ
毒
ヂ
ぼ
キ
あ
暑
る
叢
叢
田
憲

…
難
唯
心
論
に
於
け
叢
離
識
の
懇
＝
．
…

　
ミ
ヵ
イ
・
ヴ
ス
キ
の
丁
丁
盗
読
の
創
始
的
績
鮨
（
蒸
購
）
－

　
精
榊
物
理
學
の
職
分
に
就
い
て
・
：
ン
：
：
・
：
：
：
・

　
丈
塾
側
添
　
、
田
　

義
　
英

：
・
女
學
悉
田
　
　
選
　
　
元

…
：
：
・
：
：
米
田
庄
太
郎

：
：
丈
峰
士
岩
井
勝
二
郎



　　　　　　n¢1／v　　　　　ゾkrv　　　　ww　　－v’Cv－v　L一．V－v’V7」’HWv

…
近
聾
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智
謀
に
蟹
盗
難
　
共
に
塘
額
芒
候
膿
め
欝
の
要
求
　

灘
雛
難
聴
麟
鎖
縫
日
誌
定
償
並
に
曾
員
聖
遷
左
の
通
り
相
｛
疋
…

定
憤
圏
勝
金
試
拾
五
銭
蓬
料
金
　
銭

會
　
　
費
　
　
雫
露
分
（
前
金
）
金
壷
圓
四
拾
銭

木
化
七
年
三
月
百
　
　
　
　
　
　
　
　
烹
　
都
　
哲
　
學

　
　
　
　
『
誓
學
研
甕
』
定
艘
敬
定
窯
告

　
　
　

　
　
一

　
　
心

會
…

　
　
一

　
　
一

本
誌
『
哲
學
研
究
」
の
儀
華
麗
暴
騰
印
刷
費
等
騰
貴
の
爲
め
來
四
月
號
よ
り
左
の
通
り
定
債

改
定
仕
候
間
此
段
購
譲
者
各
位
に
謹
告
仕
候
也

～
　
　
　
　
圃
　
研
　
　
　
金
轡
拾
五
銭
　
迭
料
金
～
銭

一
　
　
　
｛
疋
騙
馬
　
　
　
六
　
　
冊
笠
剛
金
）
　
金
志
総
圓
…
五
拾
鎌
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逡
料
不
要

　
　
歪
七
年
三
超
　
善
學
研
究
難
行
肪
　
棄
山
景
簑
文
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～
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込
被
輝
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一
、
合
”
員
ニ
シ
テ
目
口
居
セ
ラ
レ
タ
ル
牌
即
ハ
直
チ
ニ
亜
目
旨
御
報
知
被
下

　
　
度
候

　
一
、
合
駄
賀
ハ
握
替
口
座
大
阪
寒
ウ
〇
六
六
零
番
、
京
都
暫
一
轟
愈
宛
テ
ニ

　
　
御
挿
込
被
ド
度
候

　
【
、
木
与
ノ
編
輯
一
・
翔
ス
ル
通
信
旋
紹
介
・
新
刊
害
・
交
換
雑
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
倉
宛
テ
漏
御
獲
逸
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
姓
噸
猫
槻
騨
京
都
哲
學
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
販
饗
〇
六
六
饗
番
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数
　
　
定
　
　
　
　
　
債
　
　
郵

冊
…
一
通
　
　
沐
　
拾
　
　
銭
一
金

　
　
　
　
肘
〔
前
金
）
【
全
堂
殿
武
拾
銭
不

」
n
二
期
（
前
金
）
［
金
武
圓
四
拾
銭
不

illl畦P1萱

受受銭二

二
に
墨

一
頁
　
　
金
拾
　
　
聞

牛
頁
　
　
金
六
　
　
闘

誰文将領

⑤
會
員
に
あ
ら
ざ
る
二
一
者
の
卿
二
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
寳

　
帰
館
へ
御
申
込
下
さ
れ
口
縄

⑥
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
稔
共
莇
金
に
て
御
迭
U
下
さ
る

　
べ
く
餓

⑤
）
振
赫
一
貯
金
に
て
御
覧
金
け
（
東
京
二
八
◎
番
）
噛
買
愛
館
宛
に
願
上
候

◎
前
金
切
れ
の
但
切
ム
ロ
は
帯
封
に
「
魑
別
盆
切
」
の
印
章
押
門
捺
敷
す
べ
・
き
に

　
付
直
に
御
挑
込
下
さ
れ
度
候

⑥
見
本
御
入
用
の
場
合
は
金
武
三
嘆
口
達
り
下
さ
れ
度
候

⑤
特
に
請
求
書
及
領
鼠
害
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
券
三
鈍
御
逡
付
下

　
さ
れ
度
候
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大
正
七
年
ニ
ー
3
二
十
七
日
即
刷
納
本

大
正
七
年
　
三
　
月
　
一
日
渡
　
　
行

蓮財装言㍗不

il黄…拒堅美奪

編
輯
欝

希
代
表
表

搬
行
者

印
捌
者

印
刷
所

第
二
十
四
回

議第

：1班巻

京
都
帝
國
大
回
交
科
大
學
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

實
　
嚴
　
方
　
治

秀一?青三i彗大

1聾斐

工兵1・麟
場高高昌吉

襲
行
所
驚
乱
酔
麟
翫
匙
㏄
丁
霊
交
館

襲
費
紅
殻
瓢
礁
灘
噂
哩
箭
寳
交
館

萱
捌
所

（
東
京
）
　
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
郡
）
　
熱
熱
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
潜
戸
）

北
隆
館
、

盛
旧
館

賓
交
館

・
㌦
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麹
望
さ
れ
た
る
著
者
の
講
演
に
基
け
る
新
著
は
獲
表
せ
ら
れ
た
り

蘇
錨
融
文
學
士
松
浦

（稠顯最）

一
先
生
著布

装
全
　
欄
干

定
槽
眠
ム
一
握
昆
難
山
ハ
拾
銭

邊
料
金
拾
威
銭

本
書
は
著
者
が
『
文
學
の
本
質
』
獲
表
以
來
、
最
近
東
京
単
記
大
竃
に
て
爲
せ

し
文
學
概
論
の
講
演
に
基
け
る
も
の
に
し
て
、
無
量
無
邊
の
生
命
を
文
學
の

棘
髄
よ
り
探
り
盛
り
、
生
と
死
と
の
事
闘
の
巷
に
眞
に
生
く
べ
き
道
を
示
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

り
。
第
一
講
貴
族
的
か
卒
民
的
か
。
第
二
講
「
我
」
の
文
學
的
實
現
の
綱
下
に

深
遽
極
み
な
き
の
秘
を
説
け
り
。
敢
て
斯
學
研
究
者
の
一
閲
を
仰
ぐ
。

阪大画館交寳＠翻京東

文
學
と
入
生
と
の
興
義
を
此
の
尊
き
文
學
に
求
め
よ

哲
駆
研
究
　
第
昌
十
四
號
聯
罷
騰
鳥
撃
転
脱
嚢
静
（
晦
朋
独
鯛
）
（
大
正
五
年
四
月
山
ハ
R
門
第
三
種
郵
便
物
認
可
）
　
定
便
金
鉱
拾
銭


